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JCCP-LP 実習 JCCP-Refinery 実習

人材育成事業

CAI（Computer Assisted Instruction） 
ルームにおける研修の紹介

JCCPのCAIルームには研修生用のコンピューター15 台
とインストラクター用 7台が設置されています。コンピューターソ
フトウェア上で製油所プラントの運転を模擬し、運転方法や制
御方法、経済的に最適な製油所プラントの稼働などを実習す
ることができます。
CAIルームで実施している研修は、より実践的な内容を取

り入れているプログラムとして、研修生からも高い評価を得て
います。そのうちプロセス関係では（1）製油所生産計画シス
テム（LP：Linear Programing）を使っての実習、（2）石
油精製フロー学習用システム「JCCP Refinery」、（3）製油
所プラントの運転シミュレーションプログラム（ダイナミックシミュ
レーター）として常圧蒸留装置（CDU）、流動接触分解装置
（FCC）、残油流動接触分解装置（RFCC）のスタートアップ
（S/U）、シャットダウン（S/D）運転の実習、メンテナンス関
係では、（4）回転機器振動診断の実習、計装制御関係で
は、（5）製油所装置の運転制御におけるコントローラーチュー
ニング実習、（6）高度制御（反応塔の温度制御など）に関
する実習、（7）自動制御による運転支援システムの実習があ
ります。
ここでは、プロセス関係の上記（1）、（2）、（3）について

概要を紹介します。

1. JCCP-LPについて
2005 年に JCCPが制作した製油所生産計画システムで

す。製油所において最適な生産計画を立案するためのプログ
ラムで、製品バランスを調整して利益最大となる製油所装置
の通油バランスを演習します。Windows 上で動作し、最適
解を求めますが、解法には、線形計画法（LP）を使用して
います。データ入力には、精製フローからプラントやブレンダを
選択しテーブルを表示させて行うことができます。

また、レポートジェネレート機能により複数の実行結果を比
較、表示することができます。
2006 年以降、製油所モデルの改善、およびユーザインタ

フェイスの向上を図って、石油製品の需要変化に対応したケー
ススタディなど実施しています。具体的には、重質油から軽質
油への変化時、品質変更時等の利益変化や装置稼働変動
による利益変化等を分析しています。過去の実習タイトルとして
「プレミアムガソリン増産ケース」、「レギュラーガソリン増産ケー
ス」、「白油化ケース」などがあります。

2. JCCP-Refinery（訓練用仮想製油所 )
について

2011 年に JCCP が制作した精製フロー学習用システム
で、原油から製品ができるまでの製油所装置の構成を理解す
るための模擬製油所モデルとなっています。Windows 上の
Excel で動作するので、操作し易く、研修生は、トッパーで処
理する原油種を選択し、数量を設定し、精製フロー上には、
スプリッタと呼ばれる分岐点に数量、または、分岐比率を設定
することで、装置やブレンダへの通油量を算出します。
最終的には、ブレンダへの通油量と製品（ガソリン、軽油、

重油）価格によりプロフィットマックス（ブレンダのみLPによる
最適化計算をしています）にて生産量を求めます。出力結果
は実行ケースごとの詳細解、および実行ケースの比較表を用
意していて、結果を解析します。研修では、段階的に装置を
新設させたときの利益変化の分析、与えられた条件下での最
大利益を求めるための分岐条件を求める演習を行っています。
この実習は経験の浅い社員から中堅エンジニアまで対象で、
わかり易いので好評を得ています。
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FCCスタートアップ実習

3. 運転シミュレーションプログラム 
（ダイナミックシミュレーター）について
JCCPには運転シミュレーションプログラムとして① CDU、

② FCC（2008 年導入）と③ RFCC（2010 年導入）の設
備があります。インストラクター用（親機）1台に対して研修生
用（子機）2台で1セットの実習設備になっています。多くの
日本の製油所においても社員の運転や制御訓練、特に緊急
時対応のために、実機を想定した模擬訓練として活用してい
ます。特にFCC、RFCCは実際の製油所装置プロセスとし
て運転制御が高度な方に分類されるので、装置運転の経験
のない研修生（大部分が該当）にとっても装置プロセスを理
解し、スタートアップ運転方法などを短時間で実習するには最
適なため、多くの研修生から高い評価を得ています。
今後は、使用ソフトプログラムの高度化などを検討して製油

所の装置及び製品構成などを更新し、研修生がより多くの知
見を得られるコースにしていきたいと思います。

（研修部　湯浅 隆明） 

「発電設備の最新技術と制御システム」 
新規研修コースの実施

1. 目的と背景
従来 JCCPでは、計装や制御分野をテーマとした研修を

実施していますが、電気系エンジニアにとって研修の機会が
少なく、関連分野での研修コース開催の要望が高まっていまし
た。一方、各国の電力事情から発電設備の充実が火急の
課題として取り上げられ、その技術に関する研修も要望されて
いました。
このような背景のもとに、今回「発電設備の最新技術と制

御システム」をテーマとして、基礎から最新技術や専門性の
高い分野までの技術習得が可能な研修コースを開催しました。
本研修コースにおいては、単なる知識の習得に留まらず、

コンピューターシミュレータでの実習に加え、実地先での実機
を用いた実習を計画することで、よりプラクティカルな研修を目
指し、平成 25 年 8月27日（火）～ 9月13日（金）の正
味 14日間で実施しました。

2. 研修プログラム選定について
JCCPにとって非常に経験の少ない電気系関連分野の研

修コースであり、プログラム選定は試行錯誤の連続でありまし
たが、最終的には、基礎から最新技術や専門性の高い分野
までの技術習得を目指したテーマを実践できるプログラムが選
定できたと考えております。特に、専門分野や実機での研修
では、関連する日本企業の積極的な協力を得て、各企業で
の実地研修の充実に重点を置いたものとなりました。

全プログラムを内容面から分類すると以下の通りとなります。

（1）制御システムを含めた発電設備に関する概論
1） 発電設備の概論、ユーティリティ最適化制御等 
（JCCPにおける講義、千代田化工建設㈱）
2） 発電設備の制御システム（実地研修、横河電機㈱）

（2）発電設備に関連する専門分野の研修
1） 振動センサーの概要と実習 
（実地研修、新川センサテクノロジ㈱）
2） ガバナーの機能と信頼性向上技術 
（実地研修、㈱ウッズ）
3） 蒸気タービン･ボイラーの水質管理 
（JCCPにおける講義、㈲鈴木技術事務所）
4） ユーティリティユニットにおける最適化システムの適用
（実地研修、インベンシスプロセスシステムス㈱）

（3）制御システムの基礎と安全計装システム等の応用技術
1） 最新のDCS関連システムや高度制御システムについて
（実地研修　横河電機㈱）
2） プロセス制御理論と実習 
‒ PIDチューニング‒（JCCPにおける講義と実習）

3） 安全計装システムの概要とエンジニアリング実習
（JCCPにおける講義と実習、インベンシスプロセスシ
ステムス㈱）


